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1 はじめに
研究室のように共通の目的をもつグループにおいて，

より円滑に共同作業を進めるためには，メンバが取り
組んでいる作業やメンバの予定といった情報をお互い
に把握していることが重要である．このように周囲の人
間の状態，行動を認識することをアウェアネスという．
研究室での日常的な活動において，我々は他のメン

バとの何気ない会話をしたり，他のメンバが作業に取
り組んでいる様子を見ることによって，アウェアネス
を得ている．しかし，メンバによって居室が異なった
り，研究室に来る時間がまちまちであったりと，作業
場所や作業時間が分散しているような環境ではアウェ
アネスを得ることが難しい．
そこで我々は，研究室に所属するメンバの活動の様

子を取得し，その情報をグループ全体に提示するシス
テム ASK-aを開発し，運用を行っている．ASK-aは，
メンバに電子メールを使って問いかけることで活動の
様子を取得し，その情報を共有大画面を用いて提示す
る，という特徴を持つ．本稿では，問いかける手法に
ついて運用実験を行ったので，その内容について報告
する．

2 問いかけに基づく日常活動のアウェアネス
支援システム
本稿では以降，活動の様子を表す情報をアクティビ

ティと言う．

2.1 問いかけることによるアクティビティの取得

メンバに問いかける手段として，電子メールを用い
る．システムはメンバにアクティビティについて問い
かける内容のメールを送信し，メンバはそれに答える
ように返信することで自身のアクティビティを送信す
ることができる．

ASK-aでは，アクティビティとして，メンバの作業
の予定やその捗り具合といった情報を取得する．問い
かけを行うタイミングは，メンバ個人の予定が登録さ
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れたカレンダー情報を元にして決定される．授業やゼ
ミといった予定を邪魔しないように，カレンダー情報
から予定の入っていない空き時間を探し出し，その空
き時間に問いかけを行う．ASK-aがメンバに対して行
う問いかけの種類を以下に示す．

問いかけ 1 メンバに予定を問いかける．9時から 18時
の間に 2時間以上の空き時間があった場合に問い
かけを行う．なお，この 2時間は，何かまとまっ
た作業を行う空き時間の長さとして妥当だと考え
られた時間として設定した．

問いかけ 2 メンバに作業の捗り具合を問いかける．3
時間以上の空き時間があった場合，その空き時間
の開始から 3時間後に問いかけを行う．

問いかけ 3 18時以降，予定が入っていないタイミング
で，明日何時に研究室に来るかを問いかける．

例えば 10時に授業Aが終了し，次の授業 Bが 16時
から 18時半までだった場合，10時に「授業 Bまでの
予定は何ですか？」と問いかけ，13時に「調子はどう
ですか？捗ってますか？」と問いかけ，18時半に「明
日は何時に研究室に来ますか？」と問いかける．

2.2 共有大画面でのアクティビティの提示

メンバのアクティビティは，共有大画面を用いて常
に提示する．共有大画面とは，研究室の共有スペース
に設置された大画面である．メンバは各自のデスクか
ら共有大画面を眺めることができ，また室内を移動す
る際にも共有大画面を目にすることができるため，日
常的な生活の中で，メンバのアクティビティを知るこ
とができる．

3 運用実験
問いかける手法の効果を確かめるために運用実験を

行った．被験者は研究室内の学生 10人で，システムを
10日間利用してもらった．被験者には事前に，問いか
けメールの送信先として，メールの受信に気づきやす
く返信しやすいアドレスをシステムに登録してもらっ
た．各被験者のカレンダー情報を考慮した問いかけを
行い，自由なタイミングで返信してもらった．被験者



は二つの居室に分かれて活動しており，各居室で共有
大画面によるアクティビティの提示を行った．実験終
了後にアンケートを行った．

3.1 実験結果

実験期間中にシステムが送信した問いかけメールの
合計は 238通，それに対する返信メールは全体で 61通
であった．また実験結果として，問いかけに対する返
信率と，平均応答時間を問いかけの内容別に算出した
(図 1,2)．返信率の算出方法を (1)に，平均応答時間の
算出方法を (2)に示す．

返信率 = 返信メール数
問いかけ数

(1)

平均応答時間 =
∑

(返信時刻 −問いかけ時刻)
返信メール数

(2)

図 1: 返信率 図 2: 平均応答時間

3.2 考察

問いかけ内容別の返信率は，「調子は？」の問いかけ
が 0.24と最も低く，「何時に？」の問いかけが 0.35と最
も高いという結果が得られた．アンケート結果からは，
「調子は？」については「アバウトな問いかけで答えに
くい」というコメントが，「何時に？」については「自
分の中で決まっているので，答えやすい」というコメ
ントが得られた．これらの結果から，問いかけ内容に
よる答えやすさの違いが，返信率に影響していること
がわかった．
また，問いかけ内容別の平均応答時間を見ると，「何

時に？」の問いかけが 5.6時間であり，他の問いかけ
と比べて大きな差があった．これは，問いかけ内容に
よって，その問いかけが意味をなす期間が異なること
が影響していると考えられる．例えば 15時までの予定
を 12時に問いかけた場合，その問いかけが意味をなす
のは 3時間であるが，18時に明日研究室に来る時間を
問いかけた場合，その問いかけが意味をなすのは 24時
まで，つまり 6時間である．「予定は？」と「調子は？」
の問いかけと比べて，「何時に？」の問いかけはその問
いかけが意味をなす期間が長いため，メールの確認が
遅くなっても返信することができる．

4 関連研究
ユーザのアクティビティを取得し，グループ全体に

提示することで，日常活動のアウェアネスを支援する
研究が従来から行われている．

Sellenらは，メンバの所在情報と活動内容を，掛け
時計メタファのデバイスで提示することでアウェアネ
ス支援を行っている [1]．所在情報はシステムがメンバ
の携帯端末から自動的に取得し，活動内容は用意され
た項目からメンバが選択してシステムに入力する．ま
た清水らは，メンバの所在情報と忙しさを共有大画面
に提示することでアウェアネス支援を行っている [2]．
所在情報はシステムが RFIDを利用して自動的に取得
し，忙しさは計算機の利用頻度から自動的に推定して
いる．
これらの研究では，メンバのアクティビティを自動

的に取得しているが，我々のシステムでは，問いかけ
に対する返事としてメンバが入力したアクティビティ
を取得している．メンバにアクティビティの入力を求
めることは，メンバにとって負担となってしまうが，メ
ンバ自身によって他のメンバに伝えたい形で表現され
たアクティビティはとても有益なものであると考えて
いる．システムから問いかけることで，メンバのアク
ティビティ入力をサポートする．

5 まとめ
電子メールを用いてユーザに問いかけることでアク

ティビティを取得し，共有大画面でその情報を提示す
ることで，研究室における日常活動のアウェアネスを
支援するシステムを開発し，運用実験を行った．今後
は，運用実験から得られた知見を取り入れた上でシス
テムの運用を続けていく予定である．
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